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Ｑ　

財
政
改
革
プ
ラ
ン
に
つ

い
て
、
プ
ラ
ン
の
前
提
が
豪

雨
災
害
等
に
伴
う
県
債
の
増

発
等
に
よ
っ
て
大
き
く
揺
ら

い
で
い
る
こ
と
に
よ
る
修
正

の
必
要
性
、
県
民
生
活
に
大

き
く
影
響
す
る
重
要
な
事
業

の
明
記
に
つ
い
て
。

Ａ　

こ
の
プ
ラ
ン
は
、
令
和

３
年
度
ま
で
の
５
年
間
を
計

画
期
間
と
し
、
毎
年
度
目
標

達
成
状
況
を
公
表
し
て
い

る
。
豪
雨
災
害
復
旧
・
復
興

対
策
な
ど
は
プ
ラ
ン
策
定

時
に
は
見
込
む
こ
と
が
で
き

ず
、
目
標
と
乖
離
が
生
じ

た
こ
と
に
つ
い
て
は
、
丁
寧

に
県
民
に
説
明
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
理
解
を
得
ら
れ
る
と

考
え
て
い
る
。
や
む
を
得
な

い
要
因
を
除
い
た
と
こ
ろ
に

つ
い
て
は
、
現
行
プ
ラ
ン
で

財
政
健
全
化
を
着
実
に
進
め

て
い
く
。
令
和
４
年
度
か
ら

の
次
期
プ
ラ
ン
の
策
定
は
、

現
行
プ
ラ
ン
の
成
果
の
検

証
、
財
政
の
現
状
分
析
、
将

来
推
計
を
行
っ
た
上
で
、
具

体
的
な
改
革
措
置
に
つ
い
て

幅
広
く
検
討
を
進
め
て
い

く
。
そ
の
際
、
特
に
財
政
に

大
き
な
影
響
を
与
え
る
項
目

に
つ
い
て
は
、
次
期
プ
ラ
ン

に
明
記
し
た
い
と
考
え
て
い

る
。

Ｑ　

宿
泊
税
に
つ
い
て
、
福

岡
市
と
合
意
に
至
っ
た
背
景

に
つ
い
て
説
明
を
求
め
る
。

Ａ　

県
議
会
議
員
を
中
心
と

し
て
九
州
政
財
界
の
有
志
で

結
成
さ
れ
た
「
九
州
の
自
立

を
考
え
る
会
」
か
ら
の
政

策
提
言
に
よ
り
成
立
し
た

福
岡
県
観
光
振
興
条
例
を
受

け
、
県
は
昨
年
７
月
か
ら
宿

泊
税
導
入
の
検
討
を
開
始
し

た
。
９
月
に
福
岡
市
議
会
で

宿
泊
税
導
入
を
明
記
し
た
条

例
が
成
立
し
た
た
め
、
福
岡

市
長
と
会
談
し
、
11
月
21
日

か
ら
県
と
市
の
実
務
者
協
議

を
開
始
し
た
。
導
入
に
は
宿

泊
事
業
者
の
決
済
シ
ス
テ
ム

変
更
な
ど
、
そ
の
準
備
に
１

年
程
度
必
要
と
さ
れ
、
来
年

の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ

ン
ピ
ッ
ク
を
念
頭
に
、
本
年

６
月
議
会
に
条
例
議
案
を
提

出
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え

た
。
半
年
に
わ
た
る
実
務
者

協
議
も
踏
ま
え
、
高
島
市
長

と
５
月
24
日
に
会
談
、
双
方

が
歩
み
寄
る
こ
と
で
合
意
に

至
っ
た
。

Ｑ　

定
時
制
単
位
制
高
校
は

福
岡
と
北
九
州
地
区
に
設
置

さ
れ
て
い
る
だ
け
で
、
筑
後

と
筑
豊
地
区
に
は
存
在
し
な

い
。
新
た
な
整
備
の
具
体
的

方
針
を
示
す
べ
き
時
期
と
考

え
る
が
、
時
期
、
場
所
な
ど

具
体
的
な
答
弁
を
求
め
る
。

Ａ　

県
教
育
委
員
会
で
令
和

３
年
４
月
の
開
校
を
目
標
に

鋭
意
検
討
し
て
い
る
。
整
備

対
象
校
は
、
地
理
的
条
件
や

学
校
活
性
化
等
の
観
点
か

ら
、
筑
後
地
区
で
は
大
牟
田

北
高
校
、
筑
豊
地
区
で
は
西

田
川
高
校
を
候
補
と
考
え
て

い
る
。
今
後
、
さ
ら
に
当
該

高
校
と
の
協
議
を
進
め
、
本

年
秋
を
め
ど
に
、
教
育
内
容

や
募
集
方
法
を
含
め
た
整
備

計
画
を
策
定
し
た
い
。

Ｑ　

九
州
北
部
豪
雨
で
甚
大

な
被
害
を
受
け
た
Ｊ
Ｒ
日
田

彦
山
線
の
復
旧
に
な
ぜ
着
手

で
き
な
い
の
か
。

Ａ　

４
月
23
日
の
復
旧
会
議

で
自
治
体
側
が
復
旧
工
事
の

早
期
着
工
を
求
め
た
の
に
対

し
、
Ｊ
Ｒ
九
州
は
「
鉄
道
で

復
旧
す
る
た
め
の
方
策
と
復

旧
後
の
継
続
的
な
運
行
の
確

保
に
つ
い
て
、
両
方
の
議
論

が
ま
と
ま
っ
て
初
め
て
復
旧

工
事
に
着
手
で
き
る
」
と

主
張
し
て
い
る
。
自
治
体
側

は
、
災
害
復
旧
事
業
を
活
用

す
る
こ
と
で
Ｊ
Ｒ
九
州
の
負

担
額
を
低
減
で
き
る
た
め
、

復
旧
工
事
に
着
手
す
べ
き
だ

と
主
張
を
続
け
て
き
た
が
、

Ｊ
Ｒ
九
州
は
不
通
区
間
の
平

均
通
過
人
員
や
収
支
状
況
を

示
し
、
復
旧
後
の
継
続
的
な

運
行
の
確
保
の
た
め
に
は
自

治
体
に
よ
る
利
用
促
進
策
と

財
政
支
援
が
欠
か
せ
な
い

と
し
て
お
り
、
議
論
が
ま
と

ま
っ
て
い
な
い
。
復
旧
の
め

ど
が
立
っ
て
い
な
い
こ
と
は

誠
に
遺
憾
だ
。

Ｑ　

高
収
益
型
園
芸
事
業
に

つ
い
て
、
一
部
の
農
家
が
事

業
に
採
択
さ
れ
な
か
っ
た
年

度
も
あ
る
と
聞
い
て
い
る

が
、
今
年
度
の
予
算
で
大
丈

夫
な
の
か
。

Ａ　

県
は
収
益
性
の
高
い
園

芸
農
業
を
実
現
す
る
た
め
、

県
単
独
の
事
業
と
し
て
先
進

技
術
の
導
入
や
省
力
機
械
・

施
設
の
整
備
を
支
援
し
て
き

た
。
全
て
の
要
望
を
採
択
で

き
な
か
っ
た
年
度
も
あ
っ
た

が
、
今
年
度
か
ら
国
の
「
産

地
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
事
業
」
の

要
件
が
緩
和
さ
れ
、
高
収
益

型
園
芸
事
業
で
採
択
し
て

き
た
案
件
に
も
活
用
可
能
と

な
っ
た
。
国
の
事
業
も
活
用

す
る
こ
と
で
昨
年
度
か
ら
の

先
送
り
分
に
優
先
し
て
対
応

し
、
今
年
度
要
望
分
に
も
対

応
す
る
考
え
だ
。
予
算
不
足

が
生
じ
る
よ
う
な
場
合
は
補

正
予
算
で
の
対
応
も
検
討
し

て
い
き
た
い
。

Ｑ　

産
業
廃
棄
物
処
理
業
者

に
よ
る
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の

保
管
等
の
状
況
と
、
適
正
処

理
に
向
け
た
取
り
組
み
に
つ

い
て
。

Ａ　

県
は
産
業
廃
棄
物
処
理

業
者
の
処
理
施
設
へ
の
立

入
検
査
、
県
内
各
地
の
パ
ト

ロ
ー
ル
を
定
期
的
に
実
施
し

て
い
る
。
一
昨
年
以
降
、
中

国
や
そ
の
近
隣
諸
国
が
廃
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
の
輸
入
規
制
を

行
っ
て
い
る
が
、
こ
の
影
響

に
よ
る
処
理
施
設
で
の
廃
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
保
管
量
の
大
幅

な
増
加
や
不
法
投
棄
な
ど
は

こ
れ
ま
で
の
と
こ
ろ
認
め
ら

れ
て
い
な
い
。
し
か
し
、
輸

入
規
制
が
継
続
し
た
場
合

は
、
県
内
で
の
処
理
の
ひ
っ

迫
も
想
定
さ
れ
る
。
処
理
能

力
を
超
え
た
廃
棄
物
の
受
け

入
れ
や
過
剰
保
管
が
行
わ
れ

な
い
よ
う
、
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
の
破
砕
な
ど
を
行
う
中
間

処
理
事
業
者
へ
の
立
入
検
査

を
強
化
し
、
監
視
の
頻
度
を

高
め
、
不
適
正
処
理
の
早
期

発
見
、
早
期
是
正
に
努
め
て

い
く
。

Ｑ　

九
州
北
部
豪
雨
被
災
者

へ
の
支
援
に
つ
い
て
、
仮
設

住
宅
の
入
居
期
限
を
福
岡
西

方
沖
地
震
と
同
様
に
延
長
す

べ
き
だ
と
考
え
る
が
、
知
事

の
所
見
を
伺
う
。

Ａ　

福
岡
西
方
沖
地
震
の
際

は
、
被
災
地
玄
界
島
に
民
間

賃
貸
住
宅
が
な
く
、
福
岡
市

営
住
宅
の
完
成
が
仮
設
住
宅

の
供
与
期
限
ま
で
に
間
に
合

わ
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
福

岡
市
と
協
議
の
上
、
延
長
し

た
。
今
回
は
、
災
害
公
営
住

宅
が
仮
設
住
宅
の
入
居
期
限

内
に
完
成
予
定
で
あ
る
こ
と

な
ど
、
状
況
が
異
な
る
と
考

え
て
い
る
。
い
ま
だ
再
建
の

め
ど
が
立
っ
て
い
な
い
方
々

に
対
し
て
、
一
人
一
人
の
状

況
に
応
じ
た
住
宅
再
建
が
進

む
よ
う
、
今
の
支
援
策
を
最

大
限
活
用
し
て
い
た
だ
き
な

が
ら
再
建
の
道
筋
が
つ
く
よ

う
懸
命
に
支
援
し
て
い
き
た

い
。
一
方
で
、
自
ら
再
建
さ

れ
た
方
と
の
公
平
性
も
行
政

と
し
て
は
考
慮
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
こ
う
し
た
こ
と

を
踏
ま
え
、
朝
倉
市
と
も
協

議
し
な
が
ら
、
今
後
の
対
応

を
総
合
的
に
判
断
し
て
い
く
。

Ｑ　

80
代
の
親
と
50
代
の
子

ど
も
の
世
帯
が
孤
立
・
困
窮

す
る
「
８
０
５
０
問
題
」
へ

の
認
識
と
相
談
体
制
に
つ
い

て
。

Ａ　
「
８
０
５
０
問
題
」
は
重

要
な
課
題
の
一
つ
と
認
識
し

て
い
る
。「
福
岡
県
ひ
き
こ
も

り
地
域
支
援
セ
ン
タ
ー
」
や

県
内
９
カ
所
の
保
健
福
祉
事

務
所
で
相
談
に
応
じ
て
い
る
。

同
セ
ン
タ
ー
で
は
、
本
人
へ

の
対
応
方
法
に
不
安
を
抱
え

て
お
ら
れ
る
家
族
か
ら
の
相

談
が
増
え
て
お
り
、
昨
年
、

臨
床
心
理
士
を
１
名
増
員
し

４
名
体
制
と
し
た
。
悩
み
を

抱
え
て
お
ら
れ
る
本
人
、
家

族
が
地
域
社
会
か
ら
孤
立
す

る
こ
と
が
な
い
よ
う
相
談
窓

口
の
周
知
に
努
め
、
き
め
細

か
な
相
談
支
援
を
行
っ
て
い

く
。

Ｑ　

Ｊ
Ｒ
日
田
彦
山
線
の
鉄

道
で
の
復
旧
に
対
す
る
Ｊ
Ｒ

九
州
の
姿
勢
に
つ
い
て
、
知

事
の
認
識
を
尋
ね
る
。

Ａ　

こ
れ
ま
で
の
協
議
で
、

Ｊ
Ｒ
九
州
は
被
災
区
間
の
復

旧
後
の
継
続
的
な
運
行
を
確

保
す
る
た
め
に
、
自
治
体
側

に
１
億
６
千
万
円
の
財
政
支

援
を
求
め
、
自
治
体
側
は
収

支
改
善
の
利
用
促
進
策
を
示

し
な
が
ら
「
財
政
支
援
は
で

き
な
い
」
と
再
考
を
促
し
て

き
た
。
４
月
23
日
の
復
旧
会

議
で
、
Ｊ
Ｒ
九
州
は
、
財
政

支
援
を
求
め
る
こ
と
な
く
復

旧
す
る
方
策
を
見
い
だ
せ
な

か
っ
た
と
表
明
し
た
が
、
そ

の
上
で
、
自
治
体
の
財
政
支

援
を
前
提
と
し
た
鉄
道
復
旧

案
の
ほ
か
、
バ
ス
高
速
輸
送

シ
ス
テ
ム
（
Ｂ
Ｒ
Ｔ
）、
路
線

バ
ス
に
よ
る
復
旧
案
を
示
し

た
と
認
識
し
て
い
る
。
県
は
、

Ｊ
Ｒ
九
州
に
公
共
交
通
を
担

う
事
業
者
と
し
て
の
使
命
感

を
持
っ
て
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
維
持
の
責
務
を
果
た
し
て

い
た
だ
き
た
い
と
考
え
て
い

る
。

Ｑ　

老
朽
空
き
家
を
増
や
さ

な
い
た
め
に
は
、
中
古
住
宅

の
流
通
を
促
進
す
る
必
要
が

あ
り
、
購
入
者
が
中
古
住
宅

に
対
す
る
安
心
感
を
抱
く
こ

と
が
重
要
だ
。
現
在
、
県
は

ど
の
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い

る
の
か
。

Ａ　

既
存
住
宅
を
安
心
し
て

取
引
す
る
た
め
に
は
、
買
主

の
不
安
を
解
消
す
る
こ
と
が

必
要
で
あ
り
、
専
門
家
に
よ

る
住
宅
性
能
に
関
す
る
建
物

現
況
調
査
で
あ
る
「
住
ま
い

の
健
康
診
断
」
を
普
及
す
る

こ
と
が
重
要
だ
と
考
え
る
。

こ
の
た
め
県
は
平
成
23
年
度

か
ら
「
住
ま
い
の
健
康
診
断
」

の
費
用
へ
の
助
成
を
行
っ
て

い
る
。
こ
の
費
用
に
つ
い
て

は
、
福
岡
県
宅
地
建
物
取
引

業
協
会
や
全
日
本
不
動
産
協

会
福
岡
県
本
部
か
ら
も
独
自

の
追
加
助
成
が
行
わ
れ
て
お

り
、
普
及
に
協
力
し
て
い
た

だ
い
て
い
る
。
ま
た
、
既
存

住
宅
の
流
通
促
進
を
テ
ー
マ

と
し
た
セ
ミ
ナ
ー
や
相
談
会

を
通
じ
、
県
民
や
事
業
者
に

「
住
ま
い
の
健
康
診
断
」
の
普

及
啓
発
を
行
っ
て
い
る
。
こ

れ
ら
の
結
果
、
実
施
件
数
は

年
々
増
加
し
、
昨
年
度
は

４
５
２
件
と
な
っ
て
い
る
。

Ｑ　

栄
養
教
諭
が
働
き
や
す

い
環
境
を
整
え
、
食
育
指
導

の
学
校
間
格
差
を
是
正
す
る

た
め
に
も
、
栄
養
教
諭
の
全

校
配
置
が
一
つ
の
解
決
策
と

な
る
の
で
は
な
い
か
。

Ａ　

食
育
の
推
進
や
食
物
ア

レ
ル
ギ
ー
を
有
す
る
児
童
生

徒
に
適
切
に
対
応
す
る
上
で
、

栄
養
教
諭
の
役
割
は
重
要
で

あ
る
。
栄
養
教
諭
の
配
置
は

国
の
法
令
に
基
づ
き
、
児
童

生
徒
数
に
応
じ
て
配
置
し
て

お
り
、
基
準
に
満
た
な
い
場

合
は
近
隣
の
学
校
と
の
兼
務

発
令
な
ど
に
よ
り
、
食
育
の

推
進
や
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
に

関
す
る
支
援
を
行
っ
て
い
る
。

栄
養
教
諭
の
配
置
基
準
に
つ

い
て
は
、
こ
れ
ま
で
も
食
育

の
推
進
や
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー

対
策
の
重
要
性
と
い
っ
た
観

点
か
ら
国
に
必
要
な
定
数
措

置
を
講
じ
る
よ
う
要
望
し
て

き
た
。
年
々
必
要
性
が
高
ま
っ

て
い
る
現
状
が
あ
る
こ
と
か

ら
、
今
年
度
か
ら
新
た
に
、

学
校
の
基
礎
的
な
条
件
と
し

て
国
に
お
い
て
全
校
配
置
に

必
要
な
定
数
改
善
を
行
う
よ

う
、
さ
ま
ざ
ま
な
機
会
を
通

じ
て
さ
ら
に
強
く
要
望
し
て

い
き
た
い
。

Ｑ　

運
転
免
許
証
の
自
主
返

納
の
意
思
は
あ
る
が
、
病
気

な
ど
で
高
齢
者
が
警
察
署
に

行
け
な
い
場
合
に
、
ど
の
よ

う
な
対
応
を
行
っ
て
い
る
の

か
。

Ａ　

自
主
返
納
は
、
本
人
に

よ
る
申
請
を
原
則
と
し
て
い

る
が
、
病
気
な
ど
で
窓
口
に

来
る
こ
と
が
で
き
な
い
な
ど
、

特
別
な
事
情
が
あ
る
場
合
に

は
、
電
話
等
に
よ
り
本
人
の

意
思
確
認
を
行
っ
た
上
で
、

親
族
等
の
代
理
人
か
ら
の
申

請
を
受
理
し
て
い
る
。
こ
の

手
続
き
に
つ
い
て
は
、
県
警

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
案
内
し

て
い
る
。

自
民
党
県
議
団

自
民
党
県
議
団

香
原  

勝
司  

（直方市）

民
主
県
政
県
議
団

民
主
県
政
県
議
団

岩
元  

一
儀  

（北九州市八幡西区）

公
明
党

公
明
党

森
下  

博
司  

（北九州市門司区）

緑
友
会

緑
友
会

井
上  

忠
敏  

（小郡市・三井郡）


